第６６－４号様式（第５６関係）　
危険予防の方法その他説明書
代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
	１
	発破孔の穿孔方法
	（１）手堀　（２）機械堀

	２
	火薬類込棒の種類
	

	３
	工業雷管と導
火線の締付器
	（１）導火線締付器　（２）

	４
	電気雷管による
起爆の電源種類
	（１）発破器　（２）電灯線　（３）蓄電池　（４）

	５
	１日の発破回数
発破時刻
	回
（１）　　　　時　　　　分　　　　（５）　　　　時　　　　分

（２）　　　　時　　　　分　　　　（６）　　　　時　　　　分

（３）　　　　時　　　　分　　　　（７）　　　　時　　　　分

（４）　　　　時　　　　分　　　　（８）　　　　時　　　　分

	６
	発破前の付近の民家等に
対する予告の方法
	（１）サイレン　（２）笛　（３）鐘　（４）口頭
（５）赤旗　（６）

	７
	警戒人の人数
	人

	８
	火薬類取扱所及び火工所
の位置並びに構造
（位置は図面に示しておくこと）
	火薬類取扱所
	火工所

	
	
	（1） 鉄筋コンクリート造

（2） コンクリートブロック造

（3） 鋼板

（4） 木造

（5） その他
	（1） 木造

（2） テント式

（3） その他（　　　　　）

	９
	飛石防止設備等について

（防止柵があるときは、
消費場所を示す図面に位置及び大きさを示しておくこと。）
	（１）防止柵について

	
	
	無
	有
	防止柵の種類

	
	
	
	
	金網
	竹
	

	
	
	（２）発破箇所の被覆について

	
	
	しない
	する
	被覆用材

	
	
	
	
	古畳
	古タイヤ
	古漁網
	

	備

考
	
	


　備考　　２．５．７．の右欄は申請人で記入し、その他は該当事項を○で囲むこと。
　　　　　８．火薬類取扱場所については正面、側面、内部の写真を添付すること。

　　　　　但し内部がどうしても写せない場合はその旨記入のこと。
